
たんそうさん

咸 宜 園 教 育 研 究 セ ン タ ー だ よ り

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア）

咸宜園を
世界遺産に！

咸宜園教育研究センター・世界遺産推進室
【入館無料】 淡窓2丁目2番18号 ☎㉒０２６８
開館時間：午前９時～午後５時　水曜日休館
史跡咸宜園跡　受付時間：午前10時～午後4時

淡窓図書館☎㉒２４９７

図書館図書館へ行こう！へ行こう！

新刊紹介新刊紹介

休館日（休日と重なる場合は翌平日）
毎週月曜日、第４木曜日、12月29日～１月４日

開館時間（日曜日、祝日は午後６時まで）
午前９時～午後７時

手 話 で 話 そ う

 I D � 82 　「咸宜園教育研究センター・世界遺産推進室」では、咸宜園や廣瀬淡窓、門下生等に関する調査研究を行っ
ています。研究成果は、関連資料の展示や研究紀要を刊行するなどして公開しています。また、「近世日本
の教育遺産群」の世界文化遺産登録に向けて取り組んでおり、各種公開講座を実施しています。

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

問福祉支援課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）※�手話表現は、地域や年代で多少異なる場合があります。

今月の手話
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■材料■　（2人分）

＜作り方＞

問福祉支援課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

動画も公開しています。一緒にやってみましょう！

●▶

かむ犬、うなる犬
犬たちが傷ついた犬を癒していく
太田京子／著
株式会社岩崎書店／発行所

　かんだり、うなったりして、凶暴で手に負えない犬は殺
処分の対象になる。一匹でも殺させないという思いから
立ち上げられた保護団体「わんずふりー」。“悪いのは君
たちじゃない”と殺処分ゼロを目指す。いのちとは何かを
考えさせるノンフィクション。

今回の紹介者は、施設工務課の職員です。

「受付」「手続き」

左手の手のひらを下に
向けた小指側に、指先
を下に向けた右手の手
のひらをあてます。

左手の甲を右手の手のひらでたたき、両手2指の輪をつなぎ合わせて前へ出します。

受付 手続き

1日館長体験の様子

こどもの読書週間（4月24日㈮～5月10日㈰）に、
津江小学校6年生の児童が“1日図書館長”に任命
されました。

　1日図書館長をして、いつもなにげなく借りている
本にはいろんな人が協力していて驚きました。一つ
一つの本に番号があって、棚に戻す時が大変でした。
　また、すべての作業に、いろんな工夫があって覚え
るのが大変でした。声を出したり、その声の出し方
にも工夫があったりしてビックリしました。いろいろな
ことが学べて、良かったなと思いました。

■材料■　（2人分）

・ベーコン １５g
・トマト 40g
・サラダ油 小さじ 1／ 2
・コンソメ 1／ 2個
・塩 少々

① �ベーコンは5㎜くらいの短冊切り、玉ねぎは薄切り、トマトは湯む
きして1㎝の角切りにする。

② �鍋に油を熱し、ベーコンと玉ねぎを炒める。玉ねぎが透き通ってき
たら、水とコンソメを加えて煮る。

③ �火を止めて、鍋に水溶き片栗粉を入れ、再び煮立たせたら、溶
き卵を静かに流し入れる。

④ �トマトを入れ、塩で味を調えて、乾燥パセリを散らす。

＜作り方＞

・玉ねぎ 40ｇ
・卵 1個
・水 400ｍｌ
・片栗粉 小さじ1／ 2
・乾燥パセリ 少々

コンソメの量は控えめですが、ベーコ
ンとトマトから出るうま味でおいしくい
ただけます。ｃｏｏｋｐａｄ（右記二次元
コード）でもレシピを紹介しています。

　明治の文豪・森鷗外は、明治32（1899）年6月19日
に旧陸軍第12師団の軍医長として小倉に着任しました。
翌33年6月には徴兵検査の巡視で日出、別府、大分を
経て日田を訪れています。
　 日 田 で は 廣 瀬 淡 窓 や 歴 代 咸 宜 園 塾 主 の 墓 所

「長
ちょうせいえん

生園」を訪れ、その様子を詳しく記録しました。鷗外
は小倉在任中に掃

そうたい
苔（歴史上の偉人の墓を巡ること）を

趣味とするようになったとされ、日田での行動にもその傾
向が見られます。

文豪が魅せられた咸宜園と日田文化文豪が魅せられた咸宜園と日田文化

森 鷗外 肖像▶
出典／国立国会図書館
「近代日本人の肖像」

桜塚▶
初桜之句碑

（廣瀬月化の句）

◀扁平石人
（日田市
  銭渕町）

えいごのおはなし会　
□6月6日㈯　午前10時から
おいでよ！おはなし会
□6月13日㈯　午後3時から
□6月27日㈯　午前11時から
おはなしのもり　
□6月21日㈰　午前11時から

児童コーナー

前

�

　続いて、閉塾して間もない咸宜園跡や平野五岳の専念
寺、三隈川沿いの石

せきじん
人を見物し、夜には鵜飼を鑑賞して

鮎の「背ごし」や猪汁を味わいました。
　翌日は軍務の後、咸宜園跡にある「桜塚」を訪れ、案内
役の廣瀬寅太郎が所蔵する書画や淡窓・旭荘らの肖像
写真を見ています。夜には市

しざんてい
山亭で歓待され、芸

げいこ
妓が唄

う日田の古謡も記録に残しました。

横

感想

卵とトマトのスープ
【1人当たり 78kcal、食塩相当量 0.9g】


